
昭和53年 1月 1日 N1831 

人口の動き 11 法律相談日

12月1日現在前月比11 1月19日 (木〉

人口計62，932十 8411 9時30分-15時
男 30，256十 6211 

11 市役所市民相談室
女 32，676+ 22 11 

世帯数17，297 + 40 11 お気軽にどうぞ

市政だより
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魅
力
あ
る
都
市

ーづ
く
り
を
め
ざ
し
て

大
村
市
長

Eコ
I司

木

隆

虎

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
昭
和
五

十
三
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
ま
し
た
乙
と
を
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
市
政
に
対
し
ま
し
て

ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ど
協
力
ご
支
援

を
賜
り
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。私

も
就
任
以
来
三
年
目
の
正
月

を
迎
え
、
更
に
充
実
し
た
年
に
な

り
ま
す
よ
う
決
意
を
新
た
に
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

ど
承
知
の
よ
う
に
最
近
わ
が
国

を
取
り
ま
く
国
際
情
勢
は
誠
に
厳

し
き
も
の
が
あ
り
、
特
に
海
洋
二

百
カ
イ
リ
問
題
、
円
高
問
題
等
は

影
響
の
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
国
の
財
政
状
況
の

中
で
、
本
市
に
お
い
て
は
生
活
環

境
の
整
備
を
は
じ
め
、
教
育
、
福

祉
施
設
の
整
備
な
ど
、
さ
ら
に
市

民
福
祉
の
拡
充
を
は
か
つ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。

永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
市

立
病
院
の
建
設
並
び
に
豊
か
で
潤

い
の
あ
る
快
適
な
生
活
環
境
を

つ

く
る
た
め
下
水
道
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
セ
ン
タ
ー
(
三
浦
)

義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
と
し
て

放
虎
原
小
学
校
を
着
工
し
、
本
年

三
月
完
成
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
年
五
月
全
国
初
の
海

上
空
港
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い

る
長
崎
空
港
も
、
開
港
以
来
利
用

者
も
二
百
七
十
万
人
を
突
破
す
る

盛
況
で
長
崎
県
の
空
の
玄
関
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す

県
で
は
、
こ
の
空
港
の
特
性
を

活
す
た
め
国
際
空
港
化
を
検
討
し

斯
界
の
権
威
者
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

航
空
政
策
調
査
会
の
調
査
で
も
そ

の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
と
の

報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。市

は
、

県
央
の
交
通
中
枢
都
市

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
高
速
道
路
の

建
設
促
進
並
び
に
長
崎
新
幹
線
の

早
期
実
現
を
は
か
る
と
と
も
に
国

際
空
港
化
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
商
工
業
、
農
漁
業

の
振
興
等
を
推
進
し
、
魅
力
あ
る

都
市
づ
く
り
に
努
力
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ど
多
幸
を
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

交
通
網
の
整
備
で

市

政

の

発

展

を

/

-

¥

 

大
村
市
議
会
議
長

刀℃

尾

五

市
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平

こ
乙
に
、
希
望
の
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ど
清
福
と

ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。私

は
昨
年
五
月
、
市
議
会
に
お

い
て
議
長
の
重
職
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
が
、
常
に
議
会
の
円
滑
な

る
運
営
と
市
政
の
伸
展
を
第

一
義

と
し
て
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り

ま
し
た
。

乙
れ
も

一
重
に
皆
様
方
の
ご
支

援
と
ど
協
力
の
賜
と
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す

皆
様
も
ど
承
知
の
と
お
り
厳
し

い
経
済
状
態
の
中
で
、
市
民
の
福

-E

・2
4
J
n
H
U

祉
増
進
と
生
活
安
定
を
図
る
に
は

今
後
幾
多
の
重
要
問
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
が
、
乙
れ
ら
は
理
事

者
と
一

体
と
な
っ

て
努
力
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

大
村
市
の
経
済
浮
揚
を
図
る
に

は
、
都
市
圏
と
の
経
済
交
流
、
時

間
短
縮
が
急
務
で
あ
り
永
年
の
念

願
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

長
崎
新

幹
線
の
早
期
実
現
、
長
崎
空
港
の

国
際
線
化
、
九
州
横
断
自
動
車
道

の
予
定
路
線
の
早
期
解
決
等
交
通

網
の
整
備
に
全
力
を
傾
注
し
た
い

と
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ
も
市
民
各

位
の
ど
意
見
、
ど
協
力
を
あ
お
ぎ

F1ι
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、三
、
'z-
-
k
b
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/

な
が
ら
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す。
大
村
市
は
文
化
都
市
を
目
指
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
着
手
し
成

果
も
上
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
咋

年
は
市
民
待
望
の
市
立
病
院
が
着

工
さ
れ
そ
の
完
成
が
待
た
れ
て
お

り、

環
境
衛
生
で
は
下
水
道
の
工

事
も
順
調
な
進
行
を
見
て
お
り
ま

す
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
り

ま
す
。本

年
は
天
馬
空
を
駆
け
る
躍
進

の
午
年
で
も
あ
り
、
市
民
生
活
の

向
上
を
目
指
し
て
大
い
に
努
力
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民

各
位
の
ど
指
導
ど
協
力
を
賜
わ
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

乙
乙
に
重
ね
て
皆
様
の
万
福
を

祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
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る
礎
を
築
く
こ
と
は
、
私
に
与
え
一

義

監

輯

購

輯

欝

官

'

ら

れ

た

政

治

的

使

命

で

あ

り

ま

す

一

一

間

十

一

辺

諸

滞

新

年

の

ご

あ

い

さ

つ

恵
ま
れ
た
漁
場
環
境
と
豊
富
な
一

一
一
一

¥

バ

ー

ゑ

綜

譲

事

11

資
源
を
も
っ
沿
岸
漁
業
の
開
発
振
一

舗
較
酪
齢
麟
輯
麟
轄
輔
K
邑

睡

唱

興

等

に

よ

る

二

百

カ

イ

リ

時

代

の

叫

議

舗

輔

輔

輔

輯

購

輔

臨

司

克

服

、

企

業

誘

致

と

産

業
構
造
の
川

九

4
4襲
警
1

長

崎

県

知

事

久

保

勘

一

多
角
化
の
推
進
、
雇
用
機
会
の
拡
一

大
に
よ
る
若
年
層
の
定
着
と
活
力
一

一

明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

り

い

た

し

ま

す

。

と

実
現
、
ま
た
新
長
崎
漁
港
、
九
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り、

特
に
本
一

一
い

ま

す

。

私

は

昭

和

田

十

五

年

二
月
県
民
州
横
断
自
動
車
道
、
諌
早
中
核
工
県
将
来
の
発
展
の
た
め
の
基
礎
と
一

九

清
新
の
気
に
満
ち
た
昭
和
五
十
多
数
の
ど
支
持
を
得
て
、
県
政
を
業
団
地
、
松
島
火
力
発
電
所
も
着
な
る
と
信
じ
て
推
進
し
て
ま
い
り
九

T
二
年
の
新
春
を
、
県
民
の
み
な
さ
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
か
工
し
、
そ
の
完
成
を
目
指
し
力
強
ま
し
た
南
部
地
域
総
合
開
発
事
業
叫

…
ま
と
と
も
に
元
気
に
迎
え
さ
せ
て
ら
今
日
ま
で
、
県
民
の
み
な
さ
ま

い

歩
み
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
長
崎
新
幹
線
の
着
工
、
長
崎
空
港
…

一
い
た
だ
く
乙
と
が
で
き
ま
し
た
o

の
深
い
ご
理
解
と
ど
協
力
の
も
と
乙
れ
も
ひ
と
え
に
県
民
の
み
な
の
国
際
空
港
化
、
大
型
火
力
発
電
J

一
新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
る
に
、
県
民
所
得
の
向
上
を
は
か
り
さ
ま
の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
で
あ
所
の
誘
致
等
に

つ
い
て
は
そ
の
メ
一

一
と
と
も
に
、
県
民
の
み
な
さ
ま
の
本
県
の
特
性
を
活
か
し
た
明
る
く
り
、
乙
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
ド
を
つ
け
る
乙
と
は
私
の
重
大
な
{

マ

多
幸
と
ご
発
展
を
心
か
ら

お

祈

豊
か
な
県
づ
く
り
に
全
力
を
そ
そ
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
責
任
で
あ
り

ま

す

。

一

い
で
ま
い
り
ま
し
ど
了
承
の
と
お
り
い
ま
や
わ
が
そ
の
た
め
に
、
さ
ら
に
全
力
を
九

一

畿

畿

麓

欝

護

議

機

た

。

国

を

取

り

巻

く

経

済
環
境
は
エ
不
傾
注
す
る
と
と
も
に

次
代
を
背
一

J

線
機
織
機
長

L撃
機

騒

幸

い

に

し

て

、

ル

ギ

l
問
題
、
経
済
水
域
二
百
カ
争
つ
児
童
生
徒
の
た
め
の
教
育

J

一

機

慨

職

議

吻

犠

鱗

鰭

t政
浮
揚
の
基
礎
イ
リ
問
題
な
ど
の
資
源
的
課
題
を
の
振
興
、
ま
た
、
恵
ま
れ
な
い
方
一

F

撃

機

綴

緩

手

主

愛

護

空
に
な
る
い
く
つ
か
中
心
に
大
き
く
変
化
し
、一

方
固
定
、
と
も
に
生
き
る
喜
び
を
与

F

…

機

機

綴

幾
多

対

ム
しは

一三

翠

機

機

崎

J

-

機
機
機
機
織
線
機
総
待
機

織
綴
機
織
機

長

の

大
型
事
業
の

う

際

貿
易
の
不
均
衡
に
対
す
る
諸
外

え
る
福
祉
の
充
実
な
ど
、
乙
れ
ま
F

一

轍

欄

阪

選

鍛

轍

Y一一ウ

ち

、

長

崎

空

港

、

国
の
圧
力
も
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
で
に
ま
さ
る
情
熱
を
も
っ
て
喜
一

機

織

務

…

品

川

議

繍

三

一一一
対
馬
空
港
の
開
設
増
し
て
き
で
い
る
ま
で
、
雇
ん
で
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
九

ん

緩

慈

雲

…問縦
三
日
一
三
?
?
丸
山
?
と

叫

化

平
戸
大
橋
、
国
見

と
深
刻
化
の
様
相
を
呈
し
て
き
で
新
年
が
多
と
希
望
の
明
る
い
展
ん

一

問
機
機
器
ご
一
一
一一
一
一一一一一九一一一一
一一
議

機

時

有

料

道

路

の

開

通

お

り

ま

す

。

望

を

も

て

る

年

と
な
る
よ
う
、
主

長

姿

態

燃

が

いま
)川口'~臨
機

種

際

国

鉄
長
崎
本
線

・

こ

の

激
動
す
る
内
外
情
勢
の
中
民
の
み
な
さ
ま
の一

層
の
ど
指
導
一

一機
綴

Ju-SJ母、
日
鳴
き

rTWF
…A
一二よいよ

J:機
織
畿

圏

叶

議
機
誓
…
一
紘
一
芸
家

宅

よ

闘

機

(

佐

世

保

線

の

電

化

に

あ

っ

て
も
、
す
べ
て
の
県
民
が
と
、
ご
鞭
撞
を
お
願
い
申
し
上
げ
一

h

鱗
畿
緩
ふ

F、
ニ
潔
機
〈
鰍
錦
繍
線
機

一

機
機
織
機
線
機
機
長
ぺ
機
織
灘
線
機
織

な
ど
基
幹
交
通
体
健
康
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
心
豊

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
一

叫
鱒
機
綴
緩
綴
綴
ふ
怒
響
機
幾
畿
畿
機
畿

『

麓
饗
饗
議
議
ミ
J

幾
畿
畿
欝
議
議
畿
欝
離
系
の
整
備
は
着
々
か
な
生

活

を

お

く

る

乙

と

が

で

き

い

た

し

ま

す

。

一

寒気がやってきます

「 水道管の破れ つを「

L一一一防ぎましょう一一一」

私
た
ち
の
生
命
を
維
持
し
て
く

れ
る
水
道
も
生
き
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
厳
し
い
寒
さ
が
続
き

ま
す
が
、

気
温
が
零
下
に
下
る
と

水
道
が
凍

っ
た
り
管
が
破
れ
つ
し

た
り
し
て
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

を
困
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

昨
年
は
二
月
と
三
月
に
=
一
千
件

の
破
れ
つ
事
故
が
続
出
し
、
一
万

人
の
人
が
水
に
不
自
由
さ
れ
ま
し

た。
水
道
施
設
は
、
配
水
管
の
分
岐

(
メ
ー
タ
ー
器
は
市
の
貸
与
)
か

ら
じ
ゃ
口
ま
で
は
家
屋
所
有
者
の

財
産
で
す
。

水
道
管
が
破
れ
つ
す
る
と
、
多

額
の
修
理
費
用
を
要
す
る
ほ
か
、

限
り
あ
る
水
資
源
の
有
効
利
用
の

見
地
か
ら
も
問
題
で
あ
り
、

是
非

水
道
管
に
も
冬
仕
度
を
し
て
、

昨

年
の
よ
う
な
破
れ
つ
漏
水
事
故
が

な
い
よ
う
露
出
し
て
い
る
水
道
管

に
は
次
の
よ
う
な
防
護
措
置
を
是

非
お
願
い
し
ま
す
。

O
市
販
品
の
保
温
筒
を
ま
く

O
ナ
ワ
、
古
着
な
ど
を

一
セ
ン
チ

以
上
堅
く
巻
き
雨
に
濡
れ
な
い

よ
う
に
す
る

O
水
道
管
の
破
れ
つ
常
習
地
区
は

ハ
シ
の
先
程
度
の
水
を
冷
え
こ

む
時
聞
に
は
放
出
す
る

(十
時

聞
出
し
た
場
合
一
八

O
リ
ッ

ト

ル
で
十
五
円
程
度
)

O
メ
ー
タ
ー
器
の
中
、
ま
た
は
上

に
古
着
な
ど
を
覆

っ
て
保
温
に

つ
と
め
メ
ー
タ
ー
器
の
破
損
を

防
ぐ

耳

と

言

葉

の

相

談

日

1
月
幻
日
(
土
)
午
後

1
時

i
4時

福

祉

セ

ン

タ

ー
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消

防

出

初

め

式

1
月
8
日

場
所第

一
会
場

(式
典
)

市
民
会
館

第
二
会
場

(分
列
行
進
)

西
三
城
町
通
り

第
三
会
場

(放
水
演
習
)

大
上
戸
川
金
丸
橋
下
流

消
防
車
行
進

市
民
会
館
!
八
幡
町
|
西
沢
か

ど
l
鶴
亀
橋
|
片
町
|
大
村
小

学
校
横
!
国
道
(
市
役
所
前
)
|

川
里
産
業
前
|
県
営
パ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
l
消
防
署

9
時
叩
分

徒
歩
行
進

市
民
会
館
l
裁
判
所
前
l
西
沢

か
ど
|
本
町
|
徳
田
屋
か
ど
!

駅
通
り
松
早
石
油

l
消
防
署

分
列
行
進

西
三
城
町
通
り
の
琴
尾
医
院
横

に
観
閲
台
を
設
け
て
行
い
ま
す

放
水
演
習

大
上
戸
川
金
丸
橋
下
流

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

当
日
午
前
八
時
に
訓
練
召
集
の

サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す

十
五
秒
吹
鳴
l
六
秒
休
止
!
十

五
秒
吹
鳴

'‘，
三
--・、Br--
r
、一c
z
J
e
t
-
--
、，r
'dz
・、Er-
-
，a
、ごご
'J
'
t
f
、.，
-1
・'、E
f
--，Z
1
・2
・3
'
t
f

、，
-1
・t
、.2
・e

，f

…
明
る
い

選
挙

推

進

大

会

一

1
月

別

日

に

開

催

ゲ

)

民
主
政
治
の
基
盤
で
あ
る
明
挙
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す

一

)
る
い
選
挙
の
実
現
を
め
ざ
し
大

趣
旨
を
ど
理
解
い
た
だ
き
皆

勺

川
村
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
様
方
多
数
の
ど
参
加
を
お
願
い

九

川
並
び
に
大
村
市
選
挙
管
理
委
員

し
ま
す
。

V

の
会
で
は
、
二
月
十
九
日
予
定
の

日

時

一

月
二
十

一
日

ん

へ
県
知
事

選

挙

並

び

に

今

後

行

わ

午

後

一
時
三
十
分
か
ら

~

~
れ
る
各
種
選
挙
を
明
る
く
き
れ

場
所

市

民

会

館

小

ゾ
い
に
行
う
た
め

…

ぺ

明

る

い

選

い

農業委員選挙人名簿

登録申請を受付けます

毎
年

一

月

一
日
で

調
製
す
る

大
村
市
農

業
委
員
会

委
員
選
挙

人
名
簿
の

登
録
申
請

書
の
受
付

を
次
の
と

お
り
行
い

ま
す
。資

格
の

あ
る
人
は

も
れ
な
く

申
請
し
て
下
さ
い
。

@
資
格
を
有
す
る
人

大
村
市
農

業
委
員
会
の
区
域
に
住
所
を
有
す

る
人
で
、
次
に
該
当
す
る
人

①
十
ア
ー
ル

(一

反
)
以
上
の
耕

作
の
業
務
を
営
む
人
お
よ
び
同

居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で
一
年
間
に
お
お
む
ね
六
十
日

以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る

人

(
内
縁
関
係
の
人
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
)

②
昭
和
三
十
三
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
れ
た
人

@
申
請
期

間

一

月
十
日
ま
で

申
請
書
用
紙
は
各
実
行
組
合
長

を
経
由
し
て
資
格
の
お
る
世
帯
へ

配
付
し
ま
す
が
、
配
付
も
れ
や
、

資
格
が
あ
っ
て
も
実
行
組
合
に
加

入
し
て
い
な
い
世
帯
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
た
は
各
出
張
所
へ

申

し
出
て
下
さ
い
。

@
申
請
書
の
提
出
先

農
業
委
員

会
事
務
局
ま
た
は
各
出
張
所

※
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告
は

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年

一
月
一
日
現
在
の
所
有
状
況
な
ど

を
市
長
に
申
告
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。

法
人
、
個
人
の
別
な
く
全
資
産

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
申
告
し
て 1

月

別

日

ま

で

に

下
さ
い
。

な
お
償
却
資
産
と
は
、
土
地
及

び
家
屋
以
外
の
資
産
の
う
ち
、
事

業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る

資
産
で、

本
来
、
減
価
償
却
費
が

所
得
税
あ
る
い
は
法
人
税
の
税
務

計
算
上
必
要
経
費
、
ま
た
は
損
金

に
算
入
さ
れ
る
べ
き
資
産
で
す。

ま
た、

自
己
使
用
の
も
の
ば
か

り
で
な
く
、
他
人
に
貸
し
て
い
る

資
産
も
含
み
ま
す
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
産

川
構
築
物

(煙
突
、
貯
水
池
、
舗

装
路
面
、
土
地
に
定
着
し
た
土

木
設
備
な
ど
)

同
機
械
及
び
装
置

川
船
舶
(
客
船
、
貨
物
船
な
ど
)

同
航
空
機

同
車
両
及
び
運
撮
車

(構
内
運
搬

車
、
特
殊
自
動
車
な
ど
)

付
工
具
及
び
備
品

申
告
書
提
出
先

市
税
務
課

申
告
期
限

一
月
二
十
日

※
昨
年
資
産
の
申
告
を
し
た
人
は

昭
和
五
十
二
年
中
の
増
減
の
み
で

結
構
で
す
。

申
告
書
用
紙
並
び
に
詳
し
い
こ

と
は
市
税
務
課

へ

i
源

泉

還

付

の

申

告

は
l

皆
さ
ん
も
ど
承
知
の
と
お
り
、

源
泉
徴
収
に
よ
り
納
め
過
ぎ
た
税

金
の
還
付
を
受
け
る
手
続
は
、一

月
か
ら
で
き
る
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。三

月
に
な
り
ま
す
と
確
定
申
告

の
時
期
と
か
さ
な
り
事
務
が
ふ
く

そ
う
す
る
た
め
、
還
付
申
告
書
を

提
出
さ
れ
て
も
お
返
し
す
る
ま
で

日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で、

で
き

る
か
ぎ
り
二
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に

提
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

税
務
署
で
は
、
還
付
申
告
書
が

提
出
さ
れ
る
と
、
記
載
事
項
に
誤

り
が
な
い
か
ぎ
り
直
ち
に
お
返
し

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す。 お

早

目

に

ど

う

ぞ

。
源
泉
還
付
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
人

一、

給
与
、
年
金
、
手
当
、
退
職

金
な
ど
を
受
け
ら
れ
た
人
で
、

災
害
や
盗
難
に
あ
い
、
ま
た
は

治
療
費
や
寄
付
金
の
支
払
い
に

よ
り
税
金
が
少
な
く
な
る
人

二
、
株
式
の
配
当
、
外
交
員
の
報

酬
、
集
金
手
数
料
な
ど
の
収
入

が
あ
る
人
で
、
そ
れ
以
外
の
所

得
が
多
く
な
い
人

三
、
給
与
所
得
者
で
、
昭
和
五
十

二
年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し

な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を

受
け
ら
れ
な
か

っ
た
人

(諌
早
税
務
署
)
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行
事

f

J

〈

成

人

の

日

〉

1
月

日

日

一

、

オ

ー

プ
ニ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス
)

二、

式
典

f

い

ふ

だ

ん

着

で

お

気

軽

に

三

、

新

成

人

の

主

張

~

回
、
み
ん
な
で
歌
お
う
町

一
新
成
人
の
門
出
を
祝
福
す
る
た
該
当
者
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
五
、
演
劇
グ
腸
が
沈
む
時

u

'

~
め
、
次
の
と
お
り
成
人
式
を
行
い
日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
連
絡
先
市
社
会
教
育
課
い

へ

ま

す

。

日

ま

で

に

生

れ

た

人

(

町

③

l
四
一
一
一
)
ゾ

~

該
当
者
に
は
十
日
ど
ろ
ま
で
に
日
時
一
月
十
五
日
午
前
十
時
お
願
い
服
装
は
で
き
る
だ
け
ふ
A

J

通
知
し
ま
す
。
(
市
内
在
住
者
の
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
受
付
だ
ん
着
で
お
気
軽
に
ご
参
加
下
、

A

み

〉

場

所

市

民

会

館

さ

い

-
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お

し

り

募

集

圃
市

職

員

職

種

土

木
技
術
、
建
築
技
術
、

保
母
、
清
掃
現
業
員
、
幼
稚
園

教
諭
、
用
務
員
、
調
理
員

受
験
資
格

一
、
土
木
技
術
同
四
年
制
大
学

(
工
学
部
の
土
木
科
課
程
修
得

者
)
を
卒
業
ま
た
は
昭
和
五
十

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒

業
見
込
の
人
で
昭
和
二
十
八
年

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男

りおおむ市政だより(5) 

せ

子
二
、
土
木
技
術
刷

工
業
高
校
な

ど
(
土
木
科
課
程
修
得
者
)
を

卒
業
ま
た
は
昭
和
五
十
三
年
三

月
三
十
一

日
ま
で
に
卒
業
見
込

の
人
で
昭
和
三
十
一
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

三
、
建
築
技
術
四
年

制

大
学

(
工
学
部
の
建
築
科
課
程
修
得

者
)
を
卒
業
ま
た
は
昭
和
五
十

三
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
卒

業
見
込
の
人
で
昭
和
二
十
八
年

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男

子

四
、
保
母

学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
人
で
、
保
母
の
資
格
ま

た
は
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
保
母
の
資
格
を
取

得
で
き
る
人
で
昭
和
三
十
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
女
子

五
、
清
掃
現
業
員
中
学
校
卒
業

以
上
で
昭
和
二
十
三
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

六
、
幼
稚
園
教
諭

幼
稚
園
教
諭

普
通
免
許
状
を
有
す
る
人
ま
た

は
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
取
得
で
き
る
人
で
、

昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
女
子

七
、
用
務
員
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
が
中
学
校
卒
業
以
上
で
昭
和

二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

八
、
調
理
員
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
が
中
学
校
卒
業
以
上
で
調
理

師
ま
た
は
栄
養
士
の
免
許
を
有

す
る
人

(
昭
和
五
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
取
得
で
き
る

人
を
含
む
)
で
昭
和
二
十
三
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
五
年

四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

採
用
条
件
大
村
市
内
居
住
、
ま

た
は
採
用
後
居
住
で
き
る
人

申
込
期
間
一
月
五
日
か
ら

一
月

二
十
一
日
ま
で

第
一
次
試
験
二
月
五
日

※
詳
し
い
乙
と
は
左
記
へ

土
木
技
術
、
建
築
技
術
、
保
母

清
掃
現
業
員
は
市
人
事
課
へ

幼
稚
園
教
諭
、
用
務
員
、
調
理

員
は
市
教
育
委
員
会
へ

圃
婦
人
交
通
指
導
員

受
験
資
格

O
学
歴
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
歴

を
要
し
ま
す

O
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
独
身
の
女
性

O
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
採
用
後

居
住
で
き
る
人

申
込
期
間
一
月
三
十
一
日
ま
で

※
詳
し
く
は
大
村
市
交
通
安
全
協

会

(
血
③
l
九
八
八
九
)
、
ま

た
は
大
村
警
察
署

(
血
③
l
三

一二
六
)
へ
お
問
合
せ
下
さ
い

園
大
村
少
年
合
唱
団
員

感
覚
的
に
鋭
敏
な
少
年
期
に
、

合
唱
を
と
お
し
て
音
楽
の
美
し
さ

を
味
わ
い
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中

で、

豊
か
な
人
間
性
と
美
し
い
心

を
養
う
乙
と
を
目
的
と
し
て
合
唱

団
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
市
内
小
学
校
三
年
生
の
児

童
で
音
楽
に
興
味
を
も
っ
人

定
員
三
十
人
(
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
)

申
込

本
人
同
伴
、
印
か
ん
持
参

の
上
申
し
込
ん
で
下
さ
い

電
話
で
は
受
付
け
ま
せ
ん

申
込
先

久
原
郷

一
の
一

中
央
公
民
館
内
、
大
村
少
年
合

唱
団
母
の
会

圃
竹
松
団
地

分
譲
住
宅
購
入
者

住
宅
口
l
ン
付

募
集
戸
数
木
造
二
十
五
戸

(平
家

二
階
建
)

受
付
期
間
一
月
十
七
日

1
二
十

一
日
(
午
前
十
時
1
午
後
三
時
)

受
付
場
所
親
和
銀
行
駅
前
支
居

一
階
ロ
ビ

l

※
詳
し
く
は
左
記
へ

市
土
地
開
発
公
社

(
血
③
|
四
一
一
一
)

県
住
宅
供
給
公
社
業
務
課

(
血
長
崎

@
l
一
二
五
一
)

相

談

す
べ
て
無
料
で
す

-
法
律
相
談

土
地
問
題
、
金
銭
貸
借
、
戸
籍

登
記
、
相
続
、

扶
養
、
家
庭
内
の

い
ざ
こ
ざ
、
そ
の
外
一

般
法
律
問

題
で
苦
し
み
悩
ん
で
お
ら
れ
る
人

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

日
時
一

月
十
九
日

午
前
九
時
三
十
分
l
午
後
三
時

場
所
市
役
所
市
民
相
談
室

-
行
政
相
談

国
や
県
、
市
な
ど
役
所
の
仕
事

に
つ
い
て
苦
情
や
要
望
、
質
問
な

ど
お
持
ち
の
人
は
お
気
軽
に
ど
相

談
下
さ
い
。

日
時
一
月
十
二
日

午
前
九
時
三
十
分

t
正
午

市
役
所
市
民
相
談
室

場
所

-
登
記
相
談

土
地
や
建
物
の
登
記
問
題
で
困

っ
て
お
ら
れ
る
人
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

日
時
一
月
十
三
日

午
前
九
時
三
十
分
i
正
午

市
役
所
市
民
相
談
室

場
所
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(6) 

注
射
と
検
診

り

-
新
入
学
児
童
の

健
康
診
断

おお む

新入学児童の健康診断日程

ふ 日ii1  
放虎原小学校 I J.刀J.OW I J.U' uu -- J.せ U

松原…小ば学校 1珂9日 ル u
大村小学校 2加0日 13:3叩o，...， 14:30 
西大村江小、学校 24日 1臼3:3剖o'"-14:30 
竹松小学校 2泊5日 13:30，...， 14:30 

市政だより

上
記
以
外
の
学
校
は
十
二
月
中

に
実
施
ず
み
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
へ

E
③
|
四
一
一
一
内
線
三
四
一

-
1歳
6
カ
月
児

健
康
診
査

異
常
を
早
く
発
見
し
、
健
や
か

な
心
と
体
の
発
育
を
促
す
た
め
に

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

対
象
昭
和
五
十
一
年
六
月
生
れ

を
対
象
と
し
ま
す
が
、
同
年
四

月
か
ら
五
月
生
れ
で
、
ま
だ
健

康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
幼
児

も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
一
月
十
日
・
十
二
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

一

ご

寄

付

一

一

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

一

一

清

和

国

ヘ

マ

岩

松

郷

の

松

尾

皐

月

さ

ん

は

一

一
マ
松
原
青
年
団
代
表
者
楠
本
秀
み
か
ん
二
十
二
キ
ロ
を

F

E

信
さ
ん
外
十
四
人
は
、
舞
踊
マ
長
崎
県
立
園
芸
高
等
学
校
木
一

一
慰
問
、
み
か
ん
二
十
二
キ
ロ
戸
先
生
外
四
十
六
人
は
、
歌
一

一

菓

子

四

十

七

袋

を

踊

慰

問

、

み

か

ん

十

三

キ

ロ

一

一
マ
松
並
町
の
須
田
嘉
織
さ
ん
は
枕
カ
パ

l
四

十

七

枚

を

一

一

金

一

封

を

一

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
百
日

一
咳
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
お

子
さ
ん
は
、
次
回
に
お
受
け
下
さ

二
歳
に
な
っ
た
幼
児
に
つ
い
て
は

乳
幼
児
相
談
を
ご
利
用
下
さ
い

特
に
次
の
よ
う
な
点
が
お
子
さ

ん
に
見
ら
れ
た
ら
是
非
お
で
か
け

下
さ
い
。

-
乙
と
ば
の
遅
れ
を
感
じ
る
(
単

語
の
み
、
全
々
話
さ
な
い
)

・
お
母
さ
ん
と
目
が
合
わ
ず
ひ
ど

く
落
ち
つ
か
な
い

-
周
囲
の
人
に
無
感
心

.
歩
行
状
態
が
お
か
し
い

・
偏
食
が
ひ
ど
く
、
体
の
発
育
が

悪
い

・
日
中
お
む
つ
が
と
れ
な
い

-
そ
の
外
育
児
面
で
困
っ
て
い
る

乙
ん
}

日
時
一
月
十
八
日

午
前
九
時

t
十
一
時

市
役
所
健
康
相
談
室

場
所

園
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
も
健

康
相
談
を
受
け
て
い
な
い
乳
児
と

現
在
妊
娠
中
の
人
は
、
で
き
る
だ

け
お
受
け
下
さ
い
。

も

よ

お

し

目
障
害
児
学
級

.
1

作
品
展

目
児
童
・
生
徒

日
時

一
月
二
十
三
日

t
二
十
五

口同

場

所

市

民

会

館

二

階

主
催
市
教
育
委
員
会

こ
と
し
も
ま
た
学
習
活
動
の
一

環
と
し
て
、
作
品
展
を
開
催
し
ま

す。
作
品
展
の
た
め
に
作
っ
た
も
の

で
な
く
、
じ
よ
う
ず
な
作
品
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
め
あ
て
を
も
っ

て
、
「
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
」
と
、

お
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
頑
張
っ

た
作
品
で
す
。

障
害
児
教
育
に
対
す
る
ご
理
解

と
ど
指
導
を
仰
ぎ
た
く
、
参
観
を

お
待
ち
し
て
い
.ま
す
。

主
な
展
示
作
品
図
画
・
工
作
・

習
字
・
手
芸
な
ど

講

会

習

圃
車
球
講
習
会

日
時
一
月
八
日

午
前
九
時

t
正
午

中
学
生
お
よ
び
初
心
者

午
後
一
時

l
四
時

高
校
生
お
よ
び
一
般

場
所
向
陽
高
校
体
育
館

講
師
小
園
江
慶
二
先
生
(
福
岡

県
国
体
選
手
)

受

講

料

中

学

百

円

高
校
・
一
般
二
百
円

主
催
大
村
市
卓
球
協
会

※
当
日
は
卓
球
の
で
き
る
服
装
で

ラ
ケ
ッ
ト
を
持
参
す
る
こ
と

ス
ポ
ー
ツ

圃
勤
労
青
少
年

卓
球
大
会
の
成
績

昨
年
十
二
月
四
日
勤
労
青
少
年

、

ホ
i
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

次
の
と
お
り
で
し
た
。

(
敬
称
略
)

個
人
戦

男
子
①
森
靖
彦
(
洗
剤
販
売
)

②
山
口
保
則
(
食
堂
自
営
)

③
山
本
和
典
(
松
田
電
機
)

女
子
①
木
谷
祥
子
(
市
医
師
会
)

②
達
田
和
枝
〈
長
崎
空
港
)

③
秀
島
敏
子
(
渡
辺
計
理
)

団
体
戦

男
子
①
ウ
オ
ル
サ
ム

②
九
州
電
通
株
式
会
社

③
大
村
市
役
所

女
子
①
大
村
野
土
株
式
会
社
A

②
大
村
商
工
会
議
所

③
大
村
野
上
株
式
会
社
B

そ

の

他

老
人

.
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
休
館
日
変
更

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
二
階
・

さ
く
ら
荘
)
及
び
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
(
一
階
)
は
、
現
在
日
曜
日

に
休
館
し
て
い
ま
す
が
、
一
月
か

ら
休
館
日
を
月
曜
日
に
変
更
し
、

日
曜
日
は
開
館
す
る
乙
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
は

従
来
ど
お
り
で
す
。
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